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概要 

歯科診療においては、病院歯科と地域の歯科診療所との連携が診療効率や患者利便性の

向上に不可欠である。しかし現状では、診療所ごとに異なる ID管理やシステム環境が存在

し、共通基盤を用いた認証・連携の仕組みが十分に整備されていない。この課題に対し、

大阪大学は ID 管理フレームワークを構築し、その応用として歯科診療所に汎用的に配布可

能な Dental ID を開発した。Dental ID は、Microsoft Entra ID External Identities を活用し、既

存 IdP とのフェデレーションや B2B ゲストアクセスに対応することで、異なる環境下でも

統一的に利用できる。また、属性ベースのアクセス制御、監査ログ、同意管理といった機

能を組み込み、セキュリティとガバナンスを強化している。これにより、Dental ID を IdP

として利用する一方、大学病院や外部サービス、さらには歯科 AI を SP として位置づける

ことで、診療・研究・教育にまたがる多様なサービス連携が可能となる。特に歯科 AI アプ

リの SP 化により、認証基盤を統一した形でスケーラブルな利用拡大が可能となり、持続可

能な運用基盤が確立される。さらに、HL7 FHIRが標準的に採用する OpenID Connect (OIDC) 

ベースの認証・認可枠組みとの親和性を有しており、将来的な FHIR 準拠サービスへの拡

張性を確保している[1]。今後は、2025 年 10 月より吹田市歯科医師会との実証実験を通じ

て有効性を検証していく予定である。 

 

1  はじめに 

歯科医療は、地域の一般歯科診療所と大学附

属病院や総合病院のような大規模医療機関が役割

を分担して担っている。日常診療や予防管理は診

療所が担い、高度治療や全身管理を伴う症例は病

院が対応する。この病診連携を支えるには、予約

調整や患者情報共有の効率化が不可欠である。し

かし、歯科領域における IT を活用した連携の事

例は乏しく、医科に比べ標準化やシステム基盤の

整備も遅れている。 

こうした課題に対し、大阪大学歯学部附属病

院ではDental IDを開発し、各診療所にOIDC準拠

かつ IdP/SPフレームワーク対応のアカウントを配

布する仕組みを整えた。これにより、大学病院を

はじめとする大規模医療機関と診療所との認証基

盤を統一し、歯科 AI を SP として接続することで、

地域や診療規模を超えたスケーラブルかつ持続可

能な病診連携を実現できる。本邦では、この仕組

みの意義と可能性について紹介する。 

2  開発目的 

近年、医療 DX や地域における医療機関等の間

で必要な情報連携を進めていくことが求められて



おり、本院において、医療 DX の取り組みを推進

しているところである。その一環として「紹介患

者診療予約システム」および「歯科 AI」を導入し、

医療機関間での効率的な患者紹介を実現するとと

もに、患者に最適な医療サービスを提供するもの

である。歯科診療所と歯科病院との病診連携を IT

基盤によって推進する具体的取り組みとして、大

阪府吹田市歯科医師会の協力を得て、会員歯科診

療所に Dental ID を配布し、大阪大学歯学部附属

病院における診療予約機能や歯科 AI サービスを

提供する社会実験を実施する。研究の推進にあた

っては、大規模データアーカイブ ONION（大阪大

学 D3センター）を中心に、Amazonのクラウド基

盤を活用し、セキュアかつ持続可能な運用を目指

す。また、国際的に広がりを持つ eduroam・

eduCourse・eduGAIN といった学術 IT インフラに

歩調を合わせ、Dental IDをそれらと接続可能な認

証基盤へと発展させることを見据えている。 

3 システム概要 

大阪大学歯学部附属病院の病診連携システム

設計における基本方針は「可能な限り新規開発を

行わない」ことである。中小規模の歯科病院が独

自にシステムを構築しても長期的維持は困難であ

るため、大学附属病院としての利点を活かし、大

学全体の既存 ITサービスを利用している。 

3.1 Dental ID 

PHR や PHC に代表される健康・医療サービス

は、単一の巨大アプリケーションよりもマイクロ

サービス化し、標準 API で統合する方が運用効率

に優れる[2]。その利用には認証・認可が不可欠で

あり、SAML や OIDC を用いた IdP と SP/RP によ

るフェデレーション構成を採用する。属性連携や

細粒度アクセス制御を組み合わせることで、プラ

イバシとセキュリティを両立できる。大阪大学は、

学生のライフログ型情報管理を目指して Dental ID

を開発した。Dental ID は大学 IdP として学内外サ

ービスと認証連携でき、外部識別子との接続も厳

格な運用下で行う設計を採用している。大学既存

のフェデレーション基盤を活かすことで安全かつ

低コストな協働を可能にし、将来的な FHIR 準拠

サービス（紹介状や画像共有、予約・結果返却

API 等）にも親和的である。 

3.2マイハンダイアプリ 

大阪大学では構成員向けに「マイハンダイアプリ」

を提供しており、学務システム連携や情報発信に

利用されている。Dental IDを持つ学生・職員が利

用可能で、OB への展開も進むが、現状では歯科

診療所と病院の病診連携に直接活用するのは困難

である。小・中規模病院が SP として独自アプリ

を維持することは現実的でないため、本院では既

存のマイハンダイアプリに「歯学部附属病院ポー

タル」を追加し、診療予約など病診連携機能を統

合する方式を採用した。予約機能は独自開発せず

市販サービスと連携したが、その際に施設コード

共有が課題となった。これに対応するため、SP

側にリレーショナルデータベースを追加し、診療

所属性を管理できるようにした。さらに、OUID

に基づく Dental ID を配布し、Microsoft Entra ID 

External ID 機能を活用して吹田市歯科医師会の診

療所の院長に ID を付与し、安全で効率的な認証

基盤を整備した。 

本システムは、大阪大学公式アプリである「マイ

ハンダイアプリ」との連携を通じて、地域歯科医

院から大阪大学歯学部附属病院への診察予約なら

びに歯科 AI サービスの利用を可能とする仕組み

を構築する。 

まず、吹田市内の歯科医院を想定し、各歯科から

歯学部附属病院への診察予約をマイハンダイアプ

リ経由で実施できるようにする。利用者がマイハ

ンダイアプリ上で「予約システム」のメニューを

選択すると、予約システムの認証基盤である 

Amazon Cognito とマイハンダイアプリとの間で

フェデレーション認証が行われ、シームレスに予

約システム画面へ遷移できる。この認証プロセス

においては、利用者の所属病院データが返却され、

遷移先の予約システムにおいて有効活用される。 

さらに、歯科 AI サービスについても同様に、マ

イハンダイアプリのメニューから選択可能とし、

同じく Amazon Cognito を介した認証フェデレー

ションにより画面遷移を実現する。その際、予約

システムとの連携を考慮し、判定結果を診療予約

の参考情報として提示することで、臨床現場での

意思決定支援を強化する。 



これにより、地域歯科医院と大学附属病院との連

携が強化され、予約から AI 活用までを一貫して支

援する統合的な医療情報基盤の実現が期待される。 

 

図 1 マイハンダイアプリ 歯学部附属病院ポータ

ルまでのフロー 

 

図 2 ブラウザ 歯学部附属病院ポータルまでのフ

ロー 

 

3.3予約アプリ 

大阪大学歯学部附属病院の診療予約は従来

FAX や電話が中心であったため、業務課・地域連

携室・口腔医療情報部の三者で業務フローを可視

化し、持続可能な導入計画を策定した。主な課題

は、①電話・FAX 依存による非効率と人的負担、

②転記や共有時の入力ミス・遅延リスク、③外部

診療所からの安全な認証付きアクセス経路の欠如

であった。これを解決するため、IdP/SP 連携に対

応した外部予約サービスを採用した。ただし、既

存の統合 HIS は境界防御型でフェデレーション認

証に対応していないため、システム間の自動連携

は困難であり、現状では地域連携室職員が外部シ

ステムからの情報を手動入力する運用とした。将

来的には、HISや予約機能の SP化によって IdP/SP

連携による統合が可能になるが、現段階ではセキ

ュリティポリシー上の制約が残っている。予約ア

プリの導入により、本院と歯科クリニック双方に

とって効率的な予約管理が実現し、より多くの歯

科クリニックが阪大への患者紹介を行いやすくな

ることが期待される。これにより、医療機関間の

効率的な患者紹介が可能となり、患者に最適な医

療サービスを提供する体制の強化につながる。

 

図３ 認証から予約までのフロー 

 

3.4認証認可連携 

Entra ID External ID は、Microsoft Entra ID（旧

Azure Active Directory）が提供する機能であり、学

外組織や個人に対して認証・認可連携を可能にす

る。OpenID Connect や SAML などの標準プロト

コルをサポートし、学内 IdP とのフェデレーショ

ンや外部 IdP との相互接続も可能である。本病診

連携システムでは、この Entra ID External ID を

基盤とし、Amazon Cognito を中継に用いること

で、異なるサービス間（SP 間）の認証・認可連携

を実現した[3]。Cognito を介することで、既存の

院内システムや外部サービスを大幅に改修するこ

となく、フェデレーションを通じたアクセス制御

や属性付与が可能となった。 

アプリケーションは Amazon EC2 上で稼働し、

画像や関連ドキュメントの一時保管には Amazon 

S3 を利用している。S3 は大容量データの冗長化

や高可用性が確保でき、医用画像の保管にも適し

ている。さらに、長期保存や学内共有のために、

大阪大学内で運用されているペタバイト級アーカ

イブシステム NextCloud と連携し、マルチメデ

ィア情報を統合的に保存できるストレージ基盤を

構築した。この仕組みにより、外部の歯科診療所

は  Entra ID External ID に基づいて発行された 

OUID を用いてログインし、認証連携を通じて安

全に画像データをアップロードできるようになっ

た。アップロードされたデータは S3 を経由して 

NextCloud に同期され、病院内の医療従事者が即

時に参照できるため、紹介患者の診療準備や診断

を迅速に行うことが可能になった。 

4 結論 

本研究では、歯科における病診連携 IT 化の具

体例として、OUIDを基盤とした Dental IDを配布

し、大阪大学歯学部附属病院の診療予約機能や

AI サービスを提供する社会実験の体制を構築し

た。研究推進にあたっては、大阪大学 D3 センタ



ーのONIONに加え、Amazon EC2などのクラウド

資源を活用し、IdP/SP フレームワークを導入する

ことで新規開発を最小化した。これにより、安全

性と相互運用性を兼ね備えた病診連携の実現可能

性を示すとともに、将来的な FHIR 準拠サービス

への発展に向けた基盤を整えることができた。今

後は、電話予約からアプリ予約への移行割合とい

った具体的指標を用い、本システムの有効性を検

証していく予定である。 
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